
*は選択科目　

計

科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位 科目名 単位

教育学 2

* 職業適性論 2

* 保健・医療の現状と未来Ⅰ 2

* 保健・医療の現状と未来Ⅱ 2

情報処理論 2

統計学 2

英語プレゼンテーション 2

英語読解 2

16 0 0 0 16

言語の表現法 2 音響学・聴覚心理学 2

言語学 2

音声学 2

言語発達学 2

心理言語学 2

医学総論 1 衛生学Ⅰ 2

解剖学 2 * 病理学 2

解剖学実習 1 * 生理学実習 1

生理学Ⅰ 2

救命救助法 1 精神医学 2 臨床神経学 1

* 栄養学 1 内科学Ⅰ 2 耳鼻咽喉科学 2

* 内科学Ⅱ 2 形成外科学 1

小児科学 1 臨床歯科医学 1

神経内科学 2 口腔外科学 1

脳神経外科学 1

* 感染症・免疫学 2

リハビリテーション医学 1

呼吸発声発語系の
構造・機能・病態

1

聴覚系の構造・機能・病態 1

神経系の構造・機能・病態 2

学習・言語心理学 2 臨床心理学概論 2 心理的アセスメント 2

生涯発達心理学 2

社会福祉学 2

リハビリテーション概論 1

29 22 8 0 59

言語聴覚基礎系 言語聴覚障害学概論 1 言語聴覚障害診断学 1 2

高次脳機能障害学 2 失語・高次脳機能障害学Ⅰ 2 失語・高次脳機能障害学演習Ⅰ 1

失語・高次脳機能障害学Ⅱ 2 失語・高次脳機能障害学演習Ⅱ 1

言語発達障害学Ⅰ 2 言語発達障害学演習Ⅱ 1

言語発達障害学演習Ⅰ 1 音声障害学 2

言語発達障害学Ⅱ 2 構音障害学演習 1

構音障害学Ⅰ 2 摂食嚥下障害学 2

構音障害学Ⅱ 2 摂食嚥下障害学演習 1

吃音学 1 聴覚障害学演習Ⅱ 1

聴覚障害学Ⅰ（成人・重複障害含む） 2 聴覚補償論（補聴器・人工内耳） 1

聴覚障害学演習Ⅰ 1

聴覚障害学Ⅱ（小児） 2

言語聴覚療法
マネジメント

言語聴覚療法管理学 2 2

見学実習 1 評価実習 4 総合実習 10

臨床言語聴覚療法演習 1 総合言語聴覚療法演習 1

言語聴覚学研究法 1 卒業研究 3

4 19 20 14 57

49 41 28 14 132

12

11

21

4

8

3

【リハビリテーション学科言語聴覚療法学専攻履修モデル】回復期リハビリテーション医療の言語聴覚士を希望する学生の
履修例

・専門基礎分野では必修科目に加え、｢薬理学」「病理学」「生理学実習」「感染症・免疫学」「栄養学」等を履修し、病態の背景に関連する内容を理解する。
・専門分野では必修科目を履修し、言語聴覚療法に必要な内容を理解する。
・「卒業研究」は、各専門領域（失語・高次脳機能障害系、言語発達障害系、発声発語・嚥下障害系、聴覚障害系）から研究テーマを選択し、研究論文を作成する。

卒業要件（１３２単位）

分野
1年次 ２年次 ３年次 ４年次

基
礎
分
野

人文・社会科学系 8

自然科学系 4

語学系 4

小計

専
門
基
礎
分
野

言語聴覚基礎系

基礎医学系

臨床基礎医学

小計

心理系

音声・言語・聴覚医学

地域包括支援・社
会福祉・教育系

言語聴覚障害の
評価診断・治療

小計

合計

専
門
分
野

臨床実習系 15

総合領域 6

32


	Ｂ⑫-4【リハビリテーション法学科言語聴覚療法学専攻】R05履修モデル修正20221005by石毛
	様式 （教務課向井様へ20221005)




